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北川進博士が2025年ノーベル化学賞を受賞
１１月２０日にSPring-8で基調講演（子供たちを対象）
2002年からSPring-8を活用・2007年から12年間にわたり、放射光
科学研究センターのチームリーダー・客員主管研究員
開発した多孔性材料が実際に気体分子を取り込んでいることを、
放射光を用いて世界で初めて実証

マネジメント会議の意見も踏まえ（いかに地域をワクワクさせるか）
研究者対象の講演ではなく、子供たち向けに（約160名の小中学生参加）
地元市町に、子供たちの選定を任せる
→ ほとんど全てのテレビ局と新聞社が取材（読売テレビ以外全て）
→ 子供たち、北川先生、マスコミ、研究者が大満足



神戸市（エリア）における取組事例

・インフラの老朽化対策

舗装、白線等

・米づくり 暑さに強い新品種

・観光 食の美味しさを海外にPR

・芸術 世界の音楽フェスと連携

・医療 神戸医療産業都市

今度は、皆様がSPring-8を活用する番です
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第23回ひょうごSPring-8賞の受賞者決定
（2025年12月3日）

地球温暖化に強い兵庫県発おいしい米の新品種
の優位性証明



北川先生の講演をきっかけに
地元市町の皆様が起点となって、SPring-8を使
うきっかけになれば
子供たちの見学、講演（漫談）、SPring-8の利用 等

皆様と一緒に、地域を一緒にワクワクしていけ
ればと思っています


